









聞が新たな局面を迎えていたことを指摘す だった。 か 、一二月三日の号外で、発行停止処分にあったこが報じられ、翌年一月一日 解停 俟つことになった。
この発行停止について、翌年五月二八日の「東京日日新聞」社説「讒謗の卑劣」は、貴顕の不倫事件を「去月廿











前後その発行を停止せられたるは実に是が為なるべしと雖も未其事を明白にするに足らざるを如何せん」と推測している。発行停止理由を明確にしないため確実な罪科を不明としているが、確かに一二月一日の「絵入自由新聞」雑報欄には、 「病症再変」という記事が、 「或るやんごとなき貴顕」が夫人の病中に新橋の芸妓を落籍して同居、そのため夫人の病状が再 したと報じてい のである。
また、社員による出版物が発売中止になる事例も発生している。五月一三日の雑報「窓間安眠の秋に非ず」は、
社員の渡辺義方と和田稲積 、 「四五年以来頓に政論の衰兆を来し従がつて全国民の元気も亦萎靡振はざるが如き傾向」を憂えて「政論の衰運を挽回し斯の人民の元気を発揮し斯の人民の退縮 たる政事思想 喚起」する目的で、『大日本私案国会議員録』 を編纂して、 民間にある 「国会議員たる適当の人傑を徧
あま
ねく指名撰出されん」 ことを広告し、
他紙からも賛同 得たことが じられていた。 かし、翌日の大活字の正誤「広告取消」には、その広告は「不都合の廉あるに付可取消旨其筋より被達候に付」として取消される である。明治二三年の国会開設に向けた民間の政治運動が抑制される一端を、そこからは垣間見ることができるだろう。
一方で、新聞社の経営上に不都合な事態も生じていた。それを報じたのが、六月三日の雑報「新聞売捌所 横着」




















一八回（六・一八～七・二 ） 、 「娼妓寿
すまんど
万人の話説」全二一回（七・二七～八・一九） 、 「絹屋殺の説話」全二〇回（八・
二一～九・一九）と継続されている。しかし、 「白痴兵衛夢物語」全三回（一一・一八～二〇）も 俄かに差支えの事出来して余儀なく中止致」すとして中絶して る。連載記事 雑報欄の売り物 あったことが分かる紙面作りといえるだろう。
その点を、九月四日の新人記者黒岩大による社説「小新聞の社説」 （九・四）は、 「無用の続き物を載せ或は木版













せられたわけでなかった である。それゆえ、出版社 よる新聞記事の転載刊行は依然として法的規制の外にあったといえる。そのため、この年も続き物や新聞論説が出版され 事態 対して、新聞社 版権を主張する社説が掲載されて るのであっ 。 「新聞の論説、続物の権利」 （二・二六）は、 「毎日発兌する論説続き物の版権を願ひ出るは誠に煩はしく且其の筋に於てもお手数なれば実際行はれ難かるべし」と、日刊新聞であるゆえにその都度版権を申請できない事情を告白して、それを「我物顔に 発売」するのは「道義上の罪人に 即ち人情知らずの欲連中なり」と批判する。しかも、出版され 書籍は校 が疎漏であったため、 「出版発売せんとならば必ず其 筆者編輯人へ相談の上へ其許可を得て而して猶ほ丁寧 訂正校合を請ふべし」という注文 つけた上 「作者の権利の立つべき法律の制定あらん事 切に望む」と、当局 取締りを要請するのだっ 。因みに この年九月に文学的及び美術的著作物の保護に関するベルヌ条約が締結 ていたが、日 は未加盟であった。
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杜撰なる魯魚の誤脱は右も左も語呂にも構はず抑揚にも関せず勝手に文章を伸縮し読者をして絵入自由新聞の記者は斯る杜撰の物を綴りしかと嫌厭の情を起されては取る 足らざる筆なれど甚 だ迷惑の至な ば聊か茲に愚痴を併べて右の三冊子は記者が筆に成しには相違なけ ど其校正 は ざるゆゑ杜撰の責には任せぬ旨を大方の読者にお断はり申す」と注意 喚起するのである。
小説に関する論評としては、四月二、 三日に連載された「独盧坊」の寄書「流行小説句調」が、 「続き物と称する
一種の長物語を掲げゝ が其句調卑劣に て所謂五七言とん〳〵拍子の厄払ひ文章おほく」と、文体が 俗調」で均質的に語られ、人物によ 語調 区別もないことを批判している。また、 「政治小説を論ず いう社説（九・一一）は、流行となった政治小説に対して、 「不平 漏さんと欲し針小 材料を以つて棒大の事実の
似ごと
く捏造して
一時の快哉を喚び」 いう著者の独善的 傾向 批判 だった
イギリスから帰国した末松謙澄の主唱になる演劇改良会が 政財界を巻き込んで八月に結成されて、演劇の改良
は一躍話題となった。それ以前のことに属す 、 「劇場改良の説」 （七・一～三「時事新報」 ）や「演劇改良論」 七一四「東京輿論新誌」 ）などに触発されたためか、 「絵入自由新聞」は、演劇の歴史を参照 た長編の社 「演劇改良の方法如何」 （七・二二～八・二七）を連載していた。 真 我演劇を て改良会の趣意の如くならしめんには俳優
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しかし、 この社説の主眼は、 必ずしも演劇改良案の提出にあったわけでなかった。 それは、 「古今共に演劇幷に音楽、




ず」と、小説の芸術性を留保する姿勢にも見られ ように、社会的に行使される の影響力という視野 欠落させた演劇改良論 衝い 、政治的な主張 盛り込むこと あっ といえる。
それは、西欧流の改良が流行現象となる時勢に対して、 「世の中愚老」の社説「臭い改良家」 （一〇・二〇、 二一）



















坪内逍遙「末松君の演劇改良論を読む」 （一〇・二〇、 二一「読売新聞」 ）は、末松謙澄が一〇月三日に一ツ橋














































































































































































































































































































































































































措く能はざる者あり何ぞや曰く歴史編纂の体裁是なり今眼を翻へ て吾邦及び支那の歴史を観一観するに其編纂の体裁たるや之を西洋の歴史に比れば甚だ不完全にして未だ以て歴史の本義を以て言ふべからざるなり歴史とは何ぞや之を概言すれば人間生活上の記録 夫れ然り実に此 広大の意義を包含す何ぞ唯其 一部分を記するに止まらんや然 に吾邦及び支那の歴史を以 見れば唯当時 帝室或は英雄 事蹟闘戦の景況を記する而已にして一も其 民間社会 於て煥起 る処 事情を る 由なく唯文章の巧妙を見る而已にして余が所謂歴史に非ざ なり嗚呼千歳の下をし 千歳 上に在て現出 た 社会の事情を知らしむるものは歴史なり歴史は実に人間社会に在て重大の関係を有 豈に旧来 編纂を改良せずして可ならんや／夫れ民は国の本一国の状態を記せんと欲せば須ら 先づ民間の状態を記載せざる可からず是れ自然 勢にし 当時政府の施政開化の進度は勿論社会上 現出したる者悉く知 得べ 若し其れ して旧来 如くな めんか 間
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れども熟〳〵考ふ 決して然らず之れ 相違なかるべし成程西洋諸国は文明の進んだ国柄にて学問技芸其の他万般の事物が開けて居るに違ないが此は之れ重に中等社会以上の事 て 下等社会に至つては箸にも棒にも掛らぬ人間多しト云ふのは土地の開ける 随つて自然人口が殖へて来る人口が殖へるに随つて無頼の徒も亦た増すは免れ難き数なり例へば我東京府下の人口 八十万人 云へども寄留人や止宿者或は親類朋友の宅抔へ何んとも名を付けずお客兼食客同様に泊り込んで居る諸国の落 を合算すれ 必ず百万人以上或は百五六十万人の多きに至るな ん田舎地方の人口は著しき増減なきも都会は然らず世の中の景気不景気ともに都会へ〳〵と飛んで来るは何の国でも普通人情と見 る去れば人口多ければ其 中 は無知文盲者も其の割り合 多きは実地に就て知るべし前云ふ或洋行生の説も全く是等の話ならん却説其 大勢の には種々雑多の 物あると為た所ろで此の輩に普通の教育 授るは至極六ヶ敷事にして迚も行き届くべからず尤も少年子弟には小学或は中学等夫れ〴〵の学校あれば結構なる事な 大 には適せず然れば大 をして世の開明と共に相当 学問を為さしむるの方法如何と云へ 先づ社会教育を受け むるより外簡便 して且つ手間 掛 ぬ仕方はあるまじ一体社会教育とは何んなものかと云ふに俗に謂ふ世 景状を見よ人中で まれよト 即ち此 社会教育 事
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のと見ゆる抑も人心をして化せしむるものは情の作用を以つて一番大ひなり す勿論知識の力は人心を改め進ましむるの大功ありとは云ふも ゝ動も れば情の勢力の為め押へらるゝ事あ 凡そ世の中に理屈程恐ろしいものはなけれども其の理屈も情の為めには時〳〵妨げらるゝ事あり其の例証を挙ぐれば多くあれ共余り
絮くだ
〳
























































を得ざる物にて法律の保護以外なれば致し方なしと云ふと雖も斯る狡猾手段を為し不義の利益を貪らんとする者は道義上の罪人にして即ち人情知らずの欲張連中なり此の連中の多き事実に吃驚するに堪へたり其の筋に於て是輩の狡猾手段を防ぎ兼 其の筆者編輯人 権利を保護さるゝの方法はなきものにや已に其の筋に於ては甲新聞紙の記事 ば乙新聞紙へ抜き書きする事さへ夫〳〵の法則を設けられ他人の労力を窃み取 事 漫りにすべからざる様取り締あり然れば数項の記事さへ随意気儘に転載するが如き事より尚ほ一層精神と労力を費しる数日若しくは数十枚の紙 へ掲載したる続 物の類を其 筆者編輯人へ一応 断 も くサツサト
と（ママ）
盗み取





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































事を思ひ起せし其主意目的方法等は各新聞紙上へも広告し孰れも賛成の意を表されたれば満天下の人々は既に了知されしならんが現に四五年以来頓に政論の衰兆を来し従がつて全国民 元気も亦萎靡振はざるが如き傾向あるは吾人（われ〳〵）の実際 撃する所 して実に慨嘆の至に堪ず是蓋近来経済上より生じたる彼不景気なる者の影響なりと云と雖も之が為に政治社会の衰運を促がしたるは我国前途の開明進歩 に於て一大障碍と云ざるを得ず若夫如斯して数年を経過したらんには来明治廿三年国会開設の期に到着するも良結果を見る能るは必然なり然ば今日に於
斯こ
の政論の衰運を挽回し斯の人民の元気を発揮し斯の人民の退縮したる政事思想

























































































































































































































































































































































































































































































































































か（略）俳優の技に至つ は会員諸氏に於て仮ひ何程骨を折るゝも一朝一石にして旧を捨て新を取しむる事難きを余輩の私に見る所ろ 以つてすれば改良会は恐らくは演劇改良方法の前後を誤りたるにはあらざる乎」 「却て教育に乏しき下等社会にこそ品格よく云はゞ教育 一端ともなるべき善良 芝居 観せしむるを以つて今日の急務かと考ふるなり（略：改良の）目的を 豈に唯だ上流社会 少数部分のみに注ぎ無闇無性に西洋味噌の手前仕成一方に偏し社会に多数を占むる大勢の観客 面白くも可笑 き様なる奇妙なる新狂言の作り方に注ぐべけんや」
26日「抑も余輩の演劇改良に付きての一希望と申すは先づ我当路者に向つて言論出版の自由を











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































氏が漸く政治社会に非常の運動を試み に至る功業等凡て欧洲 世の歴史なりと云ふも不可なし殊に藤田、末広、森田諸氏の評論を加へあり読者 して錦上花を添ゆるの心地せらる」
　　
「後藤象次郎君
　
久しく高輪の月に吟じ殆んど政海以外に超然十有余年の星霜を送り居られしが先年旧自由党
の総理板垣君と共に洋行されし以来今日まで依然社会の風潮を余所に見る如く敢て世事に関らざりしに今回愈よ奥羽地方の漫遊を思ひ立れ愈よ今明日の中に出発さるゝ由にて坂崎斌（浪華新聞記者）神山八弥（加波山事件に関し一時繋獄されたる人） 二氏と大沢某氏の都合三氏が随行する 云ふ」
＊
12月３日
　
号外にて発行停止処分を告知する。
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